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アンケートの目的と対象

調査目的：

救急救命士の活動の現状と今後の環境整備のための調

査を行うこと

調査対象者：

救急救命士有資格者の方（＊職種問わず）

調査期間：

2019年4月28日（日）から2019年5月8日（水）

調査方法：

病院前救護統括体制認定機構のHP上における電子アン

ケート（SNSや電子メールなどによる拡散を図った）
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質問（基本情報）

• あなたは救急救命士ですか？

• 救急救命士取得後、経過年数を教えてください。

• あなたの年齢を教えてください。

• あなたの性別を教えてください。

有効回答・除外項目
• アンケートは、同一人による重複回答を削除した

2247件を対象とした

• 救急救命士以外の23件を除外し、のこりの2224件

を解析対象とした
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アンケート回答者の背景（n=2224)

男性

88%

女性

12%

43.5%

29.3%

18.5%

7.1%
1.6%
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20代 30代 40代 50代 60代

回答者の年齢構成

11.0%

28.6%

24.6%

17.8%

10.4%

7.6%

救急救命士取得後の経過年数

１年以内 １～５年以内

５～１０年以内 １０年～１５年以内

１５年～２０年以内 ２０年以上～

回答者の性別
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質問項目

問１：あなたの主たる従事先はどこですか？

問２：医療機関（救急外来）において、今後、救

急救命士が（特定行為等を含む）救急救命処置を

できるように整備した方がよいと思いますか。

問３：問２を選択した理由（複数選択可）

問４：救急救命士の資格を取得した後、継続した

教育が必要だと思いますか。

最後に救急救命士として今後要望する内容があれ

ば自由に記載ください。
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アンケート回答者の主たる従事先

a.消防機関

67.9%

b.医療機関 , 

16.3%

c.自衛隊 , 1.4%,

d.警察 , 0.9%

d.警備会社 , 0.2%

e.海上保安庁 , 0.2%,

e.地方自治体 , 1.0%,

g.患者搬送会社 , 0.3%

h.救急救命士養成施設 , 

4.2%
i.その他, 7.6%

a.消防機関

b.医療機関

c.自衛隊

d.警察

d.警備会社

e.海上保安庁

e.地方自治体

g.患者搬送会社

h.救急救命士養成施設

i.その他

n = 2,224
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問２：救急救命士が医療機関において救急救命処

置（特定行為等を含む）をできるように整備した方
がよいと思うか

強く思う

58.9%

まあまあそう思う

26.5%

cどちらでもない, 

5.5%

dどちらかという

と思わない , 

6.2%

e全く思わない, 

2.8%

n = 2,224

全回答を解析の対象とした
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問２：救急救命士が医療機関（救急外来）において救急

救命処置（特定行為等を含む）をできるように整備した方が

よいか？（所属医療機関別の解析）

強く思う 及び まあまあそう思う

N=2224

45% 48%

82% 92% 96%

(1526) (664) (56)

(1255) (609) (54)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

82%

(1255)

92%

(609)

96%

(54)

カイ2乗検定(イェーツの修正)

(P<=0.001) (両側) N.S
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問３-1：医療機関における救急救命処置を

整備したほうがよいと“強く思う”または“ま

あまあそう思う”理由 （複数選択可）

n = 2246  人から

のべ 5,103件の回答

(n)

(64.7% )

(57.0% )

(59.2 % )

(39.3  % )

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

e.その他（以下に自由に記載してください。）

d.医師や看護師の業務負担を減らすことができるため

c.救急救命士の雇用の機会が増えるため

b.医療機関内であれば、医師の具体的な指示が常に受けられるため

a.救急救命士の資格を活用するため

(6.9 % )
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問3-1についての医療機関と消防機関救急救命

士の考え方の差異

医療機関救急救命士（n=331/365)消防機関救急救命士（n=1252/1526) と

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

a.救急救命士の資格を活用するため

b.医療機関内であれば、医師の具体的な指示が常に受けら

れるため

c.救急救命士の雇用の機会が増えるため

d.医師や看護師の業務負担を減らすことができるため

e.その他

消防機関救急救命士 医療機関救急救命士

前向きな意見を述べていたのは
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問３-2：医療機関における救急救命士による救

急救命処置の整備を“どちらかというと思わな

い”または“全くそうは思わない”理由 （複数選択可）

n = 204/2246

(83.8% )

(61.2% )

(53.9% )

(42.1% )

(38.7% )

0 50 100 150 200

e.その他（以下に自由に記載してください。）

d.医療安全上、不安があるため

c.他の医療職との関係性が崩れてしまう可能性があるため

b.メディカルコントロール体制の整備が不十分であるため

a.医療機関内で働くことを想定した教育を受けていないため
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医療機関救急救命士（n=16)消防機関救急救命士（n=188)

問3-2についての医療機関と消防機関

救急救命士の考え方の差異
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

a.医療機関内で働くことを想定した

教育を受けていないため

b.メディカルコントロール体制の整

備が不十分であるため

c.他の医療職との関係性が崩れてし

まう可能性があるため

d.医療安全上、不安があるため

e.その他

消防機関救急救命士 医療機関救急救命士

不安を思っているのは
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問４：救急救命士の資格を取得した後、
継続した教育が必要だと思いますか

98.0%

2.0%
。

n = 2,246

はい

いいえ
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まとめ
• 救急救命士の現状および将来に関する調査を2246
名の救急救命士に対して実施した

• 今後、救急救命士が医療機関において救急救命処
置（特定行為等を含む）をできるように整備した方が
よいが85％以上を占めていた。

• その解答を選択した理由では救急救命士資格の活
用、雇用機会の増加、医療機関であれば医師の指
示を受けやすいなどであった（5103件の意見）。

• また、これまで医療機関内での教育がないこと、MC
体制が整備されていない、医療安全上の不安、他の
医療者との関係性などについて不安に思っているこ
とが明らかとなった（517件の意見）。

• 医療機関所属の救急救命士の75％は処置の整備に
より医師の指示を受けやすい病院では、多忙な医師
らを支援し業務負担を減らしうると考えていた。

SYTCB
テキスト ボックス
13


	救急救命士の活動の現状と今後の環境整備のための調査
	アンケートの目的と対象
	質問（基本情報）
	アンケート回答者の背景（n=2224)
	質問項目
	アンケート回答者の主たる従事先
	問２：救急救命士が医療機関において救急救命処置（特定行為等を含む）をできるように整備した方がよいと思うか
	問２：救急救命士が医療機関（救急外来）において救急救命処置（特定行為等を含む）をできるように整備した方がよいか？（所属医療機関別の解析）
	問３-1：医療機関における救急救命処置を整備したほうがよいと“強く思う”または“まあまあそう思う”理由　（複数選択可） 
	問3-1についての医療機関と消防機関救急救命士の考え方の差異
	問３-2：医療機関における救急救命士による救急救命処置の整備を“どちらかというと思わない”または“全くそうは思わない”理由　（複数選択可） 
	問3-2についての医療機関と消防機関救急救命士の考え方の差異
	問４：救急救命士の資格を取得した後、継続した教育が必要だと思いますか
	まとめ

